
　
「
知
の
国
際
化
」
が
求
め
ら
れ
る
現

代
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
に
は
、
外

国
語
で
論
理
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
能
力
、
異
文
化
を
理
解
す

る
寛
容
な
精
神
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
せ
る
創
造
力
と
と
も
に
、
自
ら
が

培
っ
て
き
た
文
化
と
科
学
・
技
術
の
力

を
広
く
国
際
社
会
に
発
信
す
る
能
力
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
目
指
す
日
本
人

学
生
や
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
様
々
な
国

際
交
流
活
動
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る

組
織
が
国
際
セ
ン
タ
ー
で
す
。

短
期
語
学
研
修
参
加
の
す
す
め

　

大
学
時
代
に
経
験
を
積
み
た
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
学
生
さ
ん
に
は
、
ま
ず

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
海
外
で
行
わ
れ

て
い
る
短
期
語
学
研
修
に
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
期
間
的
に
も

学
業
に
大
き
な
影
響
が
出
ず
、
か
つ
経

済
的
な
負
担
も
比
較
的
少
な
い
か
ら
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
大
学
で
は
、
春
休
み
に
も
同

様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
今
年
度
か
ら
新
た
な
奨

学
金
制
度
と
し
て
、
３
ヶ
月
未
満
の

『
シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
』
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
徳
島

大
学
で
は
独
自
に
学
生
派
遣
の
た
め
の

奨
学
金
制
度
も
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
大
学
時
代
に
、「
世
界
を
感
じ
る
」

そ
ん
な
時
間
を
持
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

研
究
留
学
の
す
す
め

　

本
学
大
学
院
で
は
外
国
人
留
学
生
を

対
象
と
し
た
英
語
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
の
学
生
さ

ん
達
も
英
語
力
を
磨
き
、
学
び
の
ツ
ー

ル
と
し
て
英
語
を
使
え
た
上
で
、
海
外

の
大
学
院
で
専
門
性
の
あ
る
学
問
領
域

を
自
分
な
り
に
学
ぶ
研
究
留
学
に
挑
戦

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

知
り
た
い
と
思
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

同
様
の
興
味
を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
る

研
究
者
た
ち
に
世
界
の
様
々
な
場
所
で

出
会
い
、
わ
く
わ
く
と
心
を
躍
ら
せ
な

が
ら
研
究
を
す
る
時
間
を
是
非
持
っ
て

頂
き
た
い
。
研
究
の
世
界
に
国
境
は
な

く
、
世
界
ど
こ
で
で
も
学
べ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
是
非
知
っ
て
頂
き
た
い
し
、

経
験
し
て
頂
き
た
い
。

徳
島
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
担
う

国
際
人
と
し
て
必
要
な
こ
と

　

徳
島
大
学
の
学
生
さ
ん
が
国
際
的
に

活
躍
で
き
る
人
材
と
な
る
た
め
に
は
、

ま
ず
世
界
で
通
用
す
る
言
語
能
力
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
修
得
が

必
須
で
す
。
国
際
社
会
で
自
ら
の
考
え

や
立
脚
点
を
、
自
信
を
持
っ
て
主
張
で

き
る
発
信
型
言
語
能
力
で
す
。
さ
ら

に
、  T

o be international, be 

national”

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
日
本
人
と
し
て
自
ら
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
係
る
日
本
学
を

し
っ
か
り
と
確
立
し
て
、
日
本
人
と
し

て
の
自
分
が
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
す

る
の
か
と
い
う
基
軸
を
持
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
大
学
時
代
に
自
分
自

身
の
根
幹
と
し
て
、
我
が
国
固
有
の
文

化
や
言
語
、
歴
史
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
実
は

国
際
人
と
し
て
の
基
礎
的
教
養
と
し
て

重
要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
あ
皆
さ
ん
、
今
日
か
ら
世
界
に
向

か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
学
に
在
籍

す
る
学
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
た

め
に
、①
留
学
希
望
者
に
対
す
る
留
学

相
談
業
務
、②
留
学
予
定
者
に
対
す
る

留
学
支
援
業
務
、
と
い
う
2
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
留
学
相
談
業
務
に
つ
い
て
で

す
が
、「
留
学
を
考
え
て
い
る
ん
で
す

が
、
英
語
の
勉
強
を
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
？
」
と
い
っ
た
語
学
学
習
に

関
す
る
相
談
か
ら
、「
今
度
の
語
学
研

修
に
持
っ
て
い
く
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
っ
た
具
体
的
渡
航
に
関
す

る
相
談
に
至
る
ま
で
、
非
常
に
幅
広
い

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

特
に
「
留
年
を
し
な
い
で
留
学
を
す

る
」
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
が
非
常
に

増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
留
学
計

画
に
関
す
る
相
談
」、「
交
流
協
定
校
へ

の
交
換
留
学
に
関
す
る
相
談
」、
そ
れ

に
「
短
期
海
外
研
修
に
関
す
る
相
談
」

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
本
学
の
協
定
校
で
あ

る
慶
北
大
学
校
（
韓
国
）
が
展
開
し
て

い
る
「International  E

ducation

Program

（
I
E
P
）」、「
夏
休
み
韓
国

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
対
す
る
質

問
は
非
常
に
多
く
、
学
生
か
ら
の
注
目

の
高
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
I
E
P
に
関
し
て
は
、①
慶
北

大
学
校
が
同
校
で
学
ぶ
交
換
留
学
生
の

た
め
に
実
施
し
て
い
る
「
英
語
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
約
半
年
か
ら

1
年
の
間
、
様
々
な
国
の
留
学
生
と
一

緒
に
英
語
＆
韓
国
語
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、②
規
定
人
数
以
内
で
あ
れ

ば
、
交
換
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
た
め
、
慶
北
大
学
校
で
の
授
業
料

は
免
除
（
授
業
料
は
徳
島
大
学
に
納

付
）
さ
れ
る
こ
と
が
学
生
の
注
目
を
集

め
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

事
実
、
昨
年
度
同
大
学
I
E
P
に
10
ヶ

月
間
交
換
留
学
生
と
し
て
留
学
し
て
い

た
学
生
か
ら
は
、「
英
語
だ
け
で
な
く

韓
国
語
も
学
べ
る
＆
経
済
的
に
も
非
常

に
楽
＆
色
々
な
文
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、
ぜ
ひ
後
輩

に
は
参
加
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
も
得
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
留
学
支
援
業
務
に
つ
い
て
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
留
学
予
定
者
に

対
す
る
ビ
ザ
取
得
支
援
や
語
学
（
英

語
）
学
習
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、「
派
遣
留
学
生
へ
の

危
機
管
理
」
を
中
心
と
し
た
大
学
内
に

お
け
る
体
制
の
検
討
等
も
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
国
際
セ
ン
タ
ー
が
展
開

し
て
い
る
短
期
海
外
語
学
研
修
（
別
項

参
照
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
数
年

前
ま
で
は
「
手
配
旅
行
」（
旅
行
業
者

に
航
空
券
の
購
入
の
み
を
依
頼
す
る
旅

行
）
形
式
で
展
開
し
て
い
た
の
で
す

が
、
現
在
は
、
渡
航
中
な
ら
び
に
研
修

中
に
発
生
し
う
る
様
々
な
リ
ス
ク
に
対

し
、
大
学
が
旅
行
業
者
・
保
険
会
社
と

共
同
し
て
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
い
わ
ゆ
る
修
学
旅
行
と
同
じ
よ
う

な
「
企
画
旅
行
」
形
式
で
研
修
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
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留
学
の
す
す
め

徳
島
大
学
の

国
際
化
を

目
指
し
て

国
際
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る

留
学
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

国
際
セ
ン
タ
ー 

准
教
授 　

坂
田
　
浩

国
際
セ
ン
タ
ー
長 　

福
井
　
清

特
集

特 集  徳島大学の国際化を目指して

”

■ 大連理工大学ソフトウェア学院
■ 大連理工大学研究生院
■ 四川大学
■ 中国医科大学口腔医学院
■ 南京大学
■ 大理学院
■ 上海交通大学医学院付属
  第九人民医院
■ 天津医科大学薬学院

中国
■ 黒龍江省科学院
■ 哈爾濱工業大学
■ 武漢大学
■ 南通大学
■ 復旦大学国際交流学院
■ 同済大学
■ 吉林大学
■ 西安交通大学
■ 北京郵電大学

モンゴル
■ モンゴル健康科学大学

韓国
■ ソウル国立大学校
  薬学大学
■ 朝鮮大学校歯科大学
■ 慶北大学校
■ 韓国海洋大学校
■ 建陽大学校
■ 東義大学校大学院
■ ソウル国立大学校
  医学大学

ニュージーランド
■ オークランド大学

フランス
■ トゥールーズ
 工科大学

アメリカ合衆国
■ フロリダアトランティック大学
■ タフツ大学人間栄養学加齢研究センター
■ テキサス大学ヒューストンヘルスサイエンスセンター
■ サンノゼ州立大学
■ デューク大学
■ ノースカロライナ大学チャペルヒル校エシェルマン薬学部
■ コロラド大学ボルダー校

インドネシア
■ ガジャマダ大学
■ ハントゥアー大学
■ ムハマディア大学

ドイツ
■ ヴィスバーデン応用科学大学
■ ハノーバー医科大学

フィンランド
■ ヘルシンキメトロポリア 
  応用科学大学

マレーシア
■ マレーシア
  サインズ大学

スイス
■ バーゼル大学

エチオピア
■ ゴンダール大学

オーストラリア
■ モナシュ大学

台湾
■ 南台科技大学

パキスタン・
イスラム共和国
■ パキスタン・
  イスラム共和国
  カラチ大学
  国際化学センター

学術交流協定
締結校
（平成23年4月1日現在）



テ
キ
サ
ス
大
学
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
﹇
米
国
﹈

　
2
0
0
8
年
度
か
ら
毎
年
、
医
学
科

4
年
2
名
が
サ
マ
ー
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
基
礎
や
臨
床
研
究
を

行
い
な
が
ら
、
世
界
各
国
の
学
生
と
一

緒
に
8
週
間
を
過
ご
し
ま
す
。

N
A
S
A
訪
問
や
大
リ
ー
グ
観
戦
な
ど

テ
キ
サ
ス
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

ハ
ノ
ー
バ
ー
医
科
大
学
﹇
ド
イ
ツ
﹈

　

徳
島
県
と
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
が

姉
妹
都
市
で
あ
る
こ
と
よ
り
交
流
協
定

が
結
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
度
に

は
医
学
科
3
年
1
名
と
栄
養
生
命
科
学

大
学
院
生
1
名
が
5
週
間
留
学
し
、
今

年
度
は
医
学
科
4
年
1
名
が
6
週
間
の

留
学
を
終
え
、、
栄
養
学
科
4
年
1
名

が
3
か
月
の
予
定
で
留
学
中
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
健
康
科
学
大
学
﹇
モ
ン
ゴ
ル
﹈

　

2
0
0
6
年
か
ら
相
互
訪
問
交
流
が

開
始
さ
れ
、
昨
年
は
8
月
に
医
学
科

3
、
4
年
７
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。
大

草
原
や
ゲ
ル
で
の
歓
迎
会
等
、
日
本
と

は
異
な
る
自
然
・
生
活
環
境
の
も
と
で

の
学
生
交
流
は
、
本
学
の
学
生
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ソ
ウ
ル
国
立
大
学
医
学
大
学
校
﹇
韓
国
﹈

　

ソ
ウ
ル
市
内
に
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

を
有
し
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学

の
ひ
と
つ
で
す
。
教
育
交
流
は
今
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
、
医
学
科
3
年
3
名
が

医
学
研
究
実
習
の
一
環
と
し
て
3
週
間

に
わ
た
り
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
学
教
育
の
国
際
化
に
向
け
て
、
工

学
部
や
先
端
技
術
科
学
教
育
部
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成

17
年
度
に
文
部
科
学
省
に
よ
り
採
択
さ

れ
た
「
複
数
学
位
を
与
え
る
国
際
連
携

大
学
院
教
育
の
創
設
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
徳
島
大
学
と
外
国
の
協
定
校

が
連
携
し
大
学
院
生
の
工
学
教
育
を
行

い
、
学
生
が
徳
島
大
学
と
外
国
連
携
大

学
か
ら
学
位
を
取
得
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
（
G
D
D
）
で

す
。
大
学
院
に
お
け
る
工
学
教
育
は
、

英
語
で
行
い
、
学
生
は
英
語
で
専
門
知

識
を
獲
得
し
ま
す
。
ま
た
、
英
語
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
英
語
で
論

文
を
執
筆
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
生
の
短
期
派
遣
受
入
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
８
月
に
は
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
外
国
の
学

生
と
一
緒
に
英
語
で
専
門
の
授
業
を
受

け
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
生
を
協
定
校
を

中
心
に
外
国
大
学
に
１
ヶ
月
程
度
短
期

派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
学
生
は
、

先
端
研
究
に
果
敢
に
挑
戦
で
き
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
高
度
専
門
技
術

者
に
成
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工

学
部
や
先
端
技
術
科
学
教
育
部
の
国
際

化
は
、
学
生
の
国
際
的
な
活
躍
に
よ
っ

て
実
現
し
ま
す
の
で
、
学
生
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

留
学
準
備
の
た
め
に
は
、
自
ら
の
語

学
力
を
客
観
的
に
把
握
し
、
留
学
先
で

「
十
分
な
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
英
語
圏
へ
の
留
学
を
考
え

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
留
学
前
か
ら
英

語
学
習
を
開
始
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
し
、
現
在
、
そ
の
た
め
の
学
習
環

境
整
備
（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ポ
ー
ト
・

ル
ー
ム
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ッ
ト
・

ル
ー
ム
な
ど
）
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
の
お
ス
ス
メ
は
、①
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ッ
ト
・
ル
ー

ム
で
留
学
生
活
に
必
要
な
総
合
的
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
U
P
し
、

②
在
学
中
に
T
O
E
I
C
を
2
回
受
験

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
有
効
に
使
い
、
最

低
限
の
文
法
お
よ
び
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー

を
身
に
つ
け
る
、
と
い
う
方
法
で
す
。

み
な
さ
ん
も
試
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
？
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医
学
部
に
お
け
る

海
外
留
学
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部

神
経
・
情
報
医
学
部
門 

医
療
教
育
学
講
座 

医
療
教
育
学
分
野 

教
授
　
赤
池 

雅
史

工
学
教
育
の

国
際
化
に
向
け
た
取
り
組
み

国
際
連
携
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長
　
大
西 

德
生

特 集  徳島大学の国際化を目指して

医
学
部
で
は
大
学
間
協
定
や
部
局
間
協
定
に
基
づ
い
て
、単
位
履
修
へ
の

配
慮
と
参
加
費
・
旅
費
・
滞
在
費
の
一
部
負
担
等
の
経
済
的
支
援
の
も
と
、

海
外
留
学
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
医
学
部
教
育
支
援
セ
ン
タ
ーH

P.http://w
w
w
.tokushim

a-u.ac.jp/scm
e/kaigai/

）。

テキサス大学
ヒューストン
ヘルスサイエンス
センター（米国）

ハノーバー
医科大学（ドイツ）

モンゴル健康科学
大学（モンゴル）

ソウル国立大学
医学大学校（韓国）

国際センターの短期語学研修
現在、国際センターでは、夏休み・春休み期間中に短期語学研修を実施しています。

夏期語学研修
●国名
アメリカ
オーストラリア
中国
韓国

春期語学研修
●国名
オーストラリア
ニュージーランド

●派遣期間
8月中旬～9月中旬（約4週間）
8月下旬～9月中旬（約3週間）
8月上旬～下旬（約3週間）
7月下旬～8月上旬（約1週間）

●派遣期間
2月～3月（約3週間）
2月中旬～3月中旬（約4週間）

●派遣先
南イリノイ大学（CESL）
モナシュ大学（MUELC）
復旦大学（国際文化交流学院）
慶北大学校

●派遣先
モナシュ大学（MUELC）
オークランド大学（ELA）

●費用
約50万円
約45万円
約20万円
約10万円

●費用
約45万円
約50万円

派遣中に実際に研修を行う場所は、記載してい
る大学の附属語学研修施設（派遣先中カッコ
書き）となります。
なお、4週間以上の短期海外研修に参加する学
生には、学生後援会より3万円の補助金が支給
されます。

T
O
E
I
C
を
活
用
し
た
英
語
学
習
の
ス
ス
メ

大
学
院
ソ
シ
オ
・ア
ー
ツ・ア
ン
ド・サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部

基
礎
科
学
研
究
部
門 

人
文
科
学
分
野 

講
師  

福
田 

ス
テ
ィ
ー
ブ 

利
久

TOEICとは何ですか？ 
国際コミュニケーション英語能力テスト（Test of 
English for International Communication） の略
で、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価す
る世界共通のテストです。「トーイック」と発音します。 
徳島大学で行われているのは団体特別受験制度（IP：
Institutional Program）によるもので、TOEIC-IPと
呼ばれます。 TOEIC-IPは大学等が日程を決めて実施
します。顔写真入りの「公式認定証」（成績証明書）は発
行されません。自分の英語能力の目安とするものです。

徳島大学でのTOEIC-IPはいつ
行われますか？ 
毎年6月～7月に行われます。病気等の理由でやむを得
ず欠席した人は、別途手続きをすれば、追試験を受験で
きます。 

何年生で受験できますか？ 
1年生と2年生で1回ずつ、合計2回受験できます。

受験料はかかりますか？ 
受験料は学生の皆さんが入学時に納付した「その他の経費」に含まれて
います。ただし、自己都合で受験しなかった場合の返金制度はありませ
んので、納付金が無駄にならないよう受験することをお勧めします。 

単位に認定されますか？ 
共通教育科目の「英語」として単位認定が可能です（一定以上の成績が
必要）。ただし、平成22年度以降入学の医学部医学科学生は、卒業に必
要な単位とは認められません。なお、入学年度、所属学部等によって条件
が異なることがありますので、自分の入学年度の「全学共通教育履修の
手引き」を確認して下さい。また、単位認定を希望する場合は、必ず共通
教育係で所定の手続きを行って下さい。



　
「
英
語
は
苦
手
だ
け
ど
何
と
か
身
に

つ
け
た
い
。」「
も
う
ち
ょ
っ
と
授
業
外

で
英
語
を
使
っ
て
練
習
し
た
い
。」そ
う

言
う
風
に
考
え
て
い
る
大
学
生
に
は
３

号
館
南
側
の
３
階
に
あ
る
、４
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
イ
ン
グ
リ
シ
ュ
・
サ
ポ
ー

ト
・
ル
ー
ム（
E
S
R
）が
助
け
に
な
り

ま
す
。楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
E
S
R

を
訪
れ
る
人
達
は
そ
こ
で
、緊
張
せ
ず

に
他
の
学
生
と
英
語
で
話
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。E
S
R
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、そ
こ
は
ま
る
で「
徳
島
大
学
内
の
留

学
空
間
」で
す
。

　

E
S
R
は
各
レ
ベ
ル
の
英
語
の
小
説

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。英
語
の
新
聞

や
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。静
か
に
自
習
し

た
い
人
達
の
た
め
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

E
S
R
は
英
語
を
上
達
さ
せ
る
た
め

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
色
々
な
無

料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

「Just Talk

」は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で

外
国
人
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー

と
一
緒
に
45
分
ぐ
ら
い
好
き
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
話
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

今
年
の
前
期
か
ら

「C
reative W

riting

」 

（
英
語
で
短
編
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
を
書
く
）コ
ー

ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。担

当
す
る
先
生
は
徳
島
県

に
暮
ら
す
、ア
メ
リ
カ
人

の
小
説
家
で
す
。（
彼
女

の
い
く
つ
も
の
小
説
が
本
に
な
っ
て
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。）今
年
の
秋
か
ら

「Polite E
nglish C

om
m
unication 

（
礼
儀
正
し
い
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）」と｢W

riting Form
al Letters

（
公
式
書
類
の
書
き
方
）｣

も
開
催
し
ま

す
。1
月
か
ら｢Pronuciation

（
発
音
）｣

と｢Reading Practice
（
読
解
練
習
）｣

も

あ
り
ま
す
。

　

効
果
的
な
英
語
の
勉
強
が
で
き
る
こ

と
以
外
に
E
S
R
は
も
う
一
つ
魅
力
的

な
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。E
S
R
は
コ

ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
出
会
い
の
場
で
す
。

最
初
は
英
語
の
勉
強
だ
け
が
目
的
で
来

て
い
た
人
が
、英
語
を
話
し
な
が
ら
新

し
い
友
達
に
出
会
う
の
で
す
。

　

留
学
生
も
た
く
さ
ん
出
入
り
し
て
い

る
の
で
、国
際
色
豊
か
な
交
友
関
係
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度
E
S
R
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は

担
当
教
員
の
ギ
ュ
ン
タ
ー（
E
S
R
の

隣
の
研
究
室 

・Tel: 088-656-9018 

・

E-m
ail:guenther@

ias.tokushim
a-u.

ac.jp

）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
て
下
さ
い
。

　

私
は
、
医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専

攻
２
年
の
竹
村
志
穂
で
す
。
今
は
、
常

三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
英
語
の
授
業
以
外

は
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
専
門
科
目
の
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。
出
身
は
、
徳
島
県

鳴
門
市
で
、
毎
日
汽
車
と
自
転
車
で

通
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
授
業
は
ど
う
で
す
か
。

　

大
学
入
学
前
は
、
大
学
は
自
分
の
興

味
が
あ
る
こ
と
や
、
将
来
に
向
か
い
必

要
な
こ
と
を
自
然
に
学
べ
る
場
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
今
ま
で

通
っ
て
み
る
と
、
大
学
は
自
ら
学
ぼ
う

と
す
る
意
思
を
持
っ
て
行
動
に
移
さ
な

け
れ
ば
、
何
も
始
ま
ら
な
い
し
、
何
も

得
る
も
の
が
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

専
門
の
授
業
は
覚
え
る
こ
と
も
多
く
、

内
容
も
難
し
い
の
で
大
変
で
す
が
、
知

識
や
経
験
な
ど
よ
り
多
く
の
も
の
を
在

学
中
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も
高
い

意
識
を
持
っ
て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

何
か
入
っ
て
い
る
部
活
・

サ
ー
ク
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

　

F
L
S
と
A
C
L
S
に
入
っ
て
い
ま

す
。
F
L
S
で
は
、
英
語
を
使
っ
た
会

話
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
す
。
英
語
の

知
識
が
身
に
付
く
し
、
部
活
と
は
関
係

な
く
各
々
が
興
味
の
あ
る
こ
と(

国
際

協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど)

を
自
ら

学
ん
で
い
る
人
が
多
く
、
部
活
以
外
の

刺
激
が
も
ら
え
，
新
し
い
こ
と
を
知
れ

る
素
晴
ら
し
い
場
で
す
。
A
C
L
S
は
、

心
肺
蘇
生
法
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
充
実
し
て
い
て
実
践
的
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
大
切
な
場
で
す
。
よ
り

多
く
の
人
が
蘇
生
法
を
学
び
、
助
か
る

命
が
１
つ
で
も
増
え
る
よ
う
に
、
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
。

　

将
来
は
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
大
学
卒
業
後
は
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
看
護
師
と

し
て
働
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
尊
い
命

を
守
り
、
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

し
ば
ら
く
働
い
た
後
は
、
海
外
の
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
大
学

院
で
勉
強
し
た
り
し
て
、
さ
ら
に
知
識

や
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
ホ
ス
ピ
ス
で
も
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
終
末
期
を
迎
え
た
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
の
歩
ん
で
き
た
人
生
に
寄

り
添
い
、
あ
た
た
か
い
看
護
を
し
た
い

で
す
。

在
学
中
に
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

私
は
、
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
、
多

様
な
価
値
観
を
少
し
で
も
多
く
知
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
部
活
や

サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し

て
、
様
々
な
刺
激
を
得
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

大
学
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

海
外
の
医
療
、
看
護
、
福
祉
な
ど
の
現

状
を
知
り
、
日
本
の
位
置
づ
け
を
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
換

留
学
生
が
多
い
大
学
な
の
で
、
多
く
の

人
と
交
流
し
て
、
英
語
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
海
外
の
歴
史
や
文
化
、

価
値
観
な
ど
を
学
び
、
自
分
自
身
の
視

野
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
学
生
活
は
残
り
２
年
半
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
４
年
間
が
過
ぎ
て
し

ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
悔
い
の
な

い
、
充
実
し
た
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

何
事
も
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
マ
イ
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
執
筆
に
あ
た
り
、
自
分
自

身
の
目
標
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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